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 今、都市と地方の格差がさわがれている中、

国会を中心とした政権争いばかりの政治が行われています。そのことが続くと、ますます

格差が拡大し、地方は疲弊していきます。現在、そして未来の魚津市民のために、幅広く

政策論議を行うことが早急に必要となっています。 

 私達は、「市民の視点」「地域の視点」を最重要とする「志」の下に、政策重視のグル

ープ「士心会」を結成しました。 

 市民の皆様のご指導とご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 
５月 14日に５月臨時会が開会し、議会の構成および提出議案が以下の通り決定いたしま
した。 

議長 山本弘吉 副議長 広田俊成 

◎委員長、○副委員長 

議案 
51 号 監査委員の選任同意について 田中光幸 

52 号 専決処分の承認（一般会計補正予算） 承認 
53 号 専決処分の承認（魚津市税条例の一部改正） 承認 

常任委員会 特別委員会 
総務 
文教 

民生 
消防 

産業 
建設 

在来線等 
まちづくり 

自然環境・ 
新エネルギー 

少子化等 
人口問題 

◎下司孝志 ◎浦崎将隆 ◎朝野幹子 ◎中田尚 ◎島沢佳世子 ◎河崎直通 

○梅原健治 ○寺崎孝洋 ○越川隆文 ○越川隆文 ○下司孝志 ○寺崎孝洋 

河崎直通 中瀬淑美 浜田泰友 浜田泰友 梅原健治 中瀬淑美 

島沢佳世子 関口雅治 石倉彰 石倉彰 広田俊成 関口雅治 

山本弘吉 広田俊成 飛世悦雄 飛世悦雄 朝野幹子 山崎昌弘 

田中光幸 中田尚 山崎昌弘 浦崎将隆 田中光幸 山本弘吉 
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【５月臨時会報告】 

会長 

下司孝志
幹事長 

寺崎孝洋 
会計 

浜田泰友 

魚津市議会 

士
し

心会
しんかい

だより創刊のご挨拶 



 
 
 
 
 
適正規模化(案)のイメージ図
平成19年度児童数

・地域振興のための施策が必要
・統合による通学方法の検討
・今後の児童数の動向の推計
・統合時の在学児童への配慮

・町中の居住施策の実施

【統合の場合の条件】
・統合による通学方法の検討
･校区と地区を一体に

・本江小において受入れ可能な場合

耐震基準：校舎○、体○（改築により）
・校区と地区を同一に（本新の一部）

【統合の場合の条件】
・児童数が著しく減少した場合 ・統合による通学方法の検討
（複合施設の保育園について考慮） ･統合時に在学児童(吉島小)への配慮

･校区と地区を一体に

・区画整理事業による児童数の推移
・行政区の見直しも必要

耐震基準：校（補強済）○、体×
・統合による通学方法の検討

◇◇統合小学校

耐震基準：校×、体○

留意事項・その他

合計：9校　 合計：7校　

平成25年度～平成35年度

219名

将来に渡る見直し

・上野方小の児童数が約100名になること
が予想される場合

59名

149名

◇◇統合小学校

耐震基準：校×

耐震基準：校の一部×

上野方小

421名

道下小 368名

本江小

耐震基準：校×、体×

耐震基準：校×、体×

耐震基準：校○、体○

78人
（6学級）

住吉小 145人（6学級）

上中島小

大町小 122人（6学級）

合計：13校 2,411名 合計：12校　2,297名　

耐震基準：校×、体○

耐震基準：校○、体○

耐震基準：校×、体○

吉島小

（内天神地区120名）

保育園との複合施設

平成25年度児童数推計
（住民基本台帳より）

片貝小 60人（6学級） 特認校制度の導入 片貝小

耐震基準：校の一部×、体○

耐震基準：校×、体○

本江小

上野小

経田小

59名
（6学級） 片貝小

273名
（11学級）

吉島小

耐震基準：体×

370名

耐震基準：校×、体×

◇◇統合小学校
233名

65人

吉島小

☆☆統合小学校
288名

◇◇統合小学校
190名

道下小 368名
（13学級）

経田小

・松倉・坪野小の複式学級の解消

特認校制度の導入

松倉小 53人（4学級）

坪野小 12人（3学級）

耐震基準：校○、体○

上野方小
161人
（6学級）

西布施小

平成22年度

経田小 256人（10学級）

道下小

耐震基準：校○、体○

西布施小
62人
（6学級）

平成22年度

421名
（13学級）

149名
（6学級）

上中島小
63名
（6学級）

松倉小 72名
（6学級）

住吉小 153名
（6学級）

松倉小

51名
（5学級）

村木小 103名
（6学級）

大町小 87名
（6学級）

498名
（16学級）

本江小

･中心市街地の活性化対策と
　一体化して進める

（内天神地区50名）

（内天神地区約128名）

（内天神地区約54名）

耐震基準：校×、体×

581人
（18学級）

360人
（12学級）

村木小 143人（6学級）

378人
（12学級）

 
 

小学校の統廃合について、教育委員会の素案が発表されました。あくまで素案で、これ
を基にして、地域の方々と具体的な話し合いを続けていきます。みなさまのご意見をお聞
かせ下さい。 
素案の詳細は、魚津市教育委員会教育総務課 HP 

http://public.city.uozu.toyama.jp/project/6010/1013/1013_2.html 
 

委員会 
 委員会とは、議案などについて調査・審査する機関です。条例に基づき設置されている常任委員会、議
会運営委員会と、必要に応じて任意に設置される特別委員会があり、現在の魚津市議会では常任委員会と
特別委員会がそれぞれ３つ置かれています。 

総務文教 
予算や教育など 
（行財政改革、小学校統廃合問題、地域防災） 

民生消防 
市民サービスや福祉、消防機関など 
（子育て支援、高齢者介護、環境保全） 

常任 

産業建設 
産業や建設、農林水産関係など 
（道路や農業、商工業の発展、雇用促進、公共交通） 

議運 円滑な議会を運営するため、議会運営全般を担当します 
特別 平成 20 年度は「在来線等まちづくり」「自然環境・新エネルギー」「少子化等人口問題」が
設置されました 

 

議会マメ知識 


